
月次運用レポート（販売用資料）

設定日：
決算日： 原則として毎年5月20日および11月20日（休業日の場合は翌営業日）

信託期間： 約10年（2006年11月8日～2016年11月21日）

 基準価額・純資産総額の推移／ファンドの運用状況
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イーストスプリング・インド・インフラ株式ファンド

追加型投信／海外／株式

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

純資産総額(億円:右軸)
基準価額(円:左軸)
基準価額(分配金再投資)(円:左軸)

※ＰＣＡインド・インフラ株式ファンドは、ファンド名を2012年2月14日付けで「イーストスプリング・インド・インフラ株式ファンド」に変更いたしました。

 分配の推移（1万口当たり、課税前）

主要な資産の組入状況
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イーストスプリング国内債券ファンド（国債）追加型Ⅰ(適格機関投資家向け)
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※分配対象額が少額の場合は、収益分配を行わないこともあります。

※基準価額は、信託報酬控除後の数値です。
※基準価額（分配金再投資）は、信託報酬控除後かつ課税前分配金を全額再投資したものとして計算しています。
※ファンドの期間別運用実績は、基準価額（分配金再投資）をもとに計算した騰落率です。
※為替レートの期間別騰落率は、社団法人投資信託協会が発表する為替レートに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成（参考データ）。
※当該実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

当ファンドのリスク、手数料等の概要は、当資料内の「当ファンドのリスクについて」、「ファンドの費用」の欄をご覧ください。

また、それぞれの詳細につきましては、最新の投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

※比率は、純資産総額を100％として計算しています。

ＰＣＡアセット・マネジメント株式会社は、2012年2月14日付けで商号を「イーストスプリング・インベストメンツ株式会社」に変更いたしました。
英国プルーデンシャル社はイーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開している
プルデンシャル・ファイナンシャル社とはなんら関係がありません。
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月次運用レポート（販売用資料）

 投資先ファンドの期間別騰落率

投資先ファンドⅠ：「イーストスプリング・インベストメンツ・インディア・インフラストラクチャー・エクイティ・オープン・リミテッド」

投資先ファンドⅡ：「イーストスプリング国内債券ファンド（国債）追加型Ⅰ（適格機関投資家向け）」

投資先 ド 「ｲ ﾟ ｸﾞ ｲ ﾞ ｲ ﾞ ｲ ｸ ｸｲ ｵ ﾟ ﾞ 状況
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作成基準日：　2012年4月27日

1.9%

イーストスプリング・インド・インフラ株式ファンド

追加型投信／海外／株式

※投資先ファンドⅠの騰落率の参照期間は、国内ファンドの基準価額に反映される期間を採用しており、前ページの国内ファンドの参照期間とは異なります。
※投資先ファンドⅠの騰落率は運用報酬および管理報酬等控除後、投資先ファンドⅡの騰落率は信託報酬控除後の数値をもとに計算しています。
※当該実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。
※参考指数*はインド株式市場全般の変動を示すものであり、投資先ファンドⅠのベンチマークではありません。
*S&P CNX Nifty ** BofAメリルリンチ国債インデックス（1-10年債） （*および**は3ページ目をご覧ください。）

 投資先ファンドⅠ：「ｲｰｽﾄｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ･ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾂ･ｲﾝﾃﾞｨｱ･ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ･ｴｸｲﾃｨ･ｵｰﾌﾟﾝ･ﾘﾐﾃｯﾄﾞ」の状況
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 投資先ファンドⅡ：「イーストスプリング国内債券ファンド（国債）追加型Ｉ（適格機関投資家向け）｣の状況
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組入銘柄数 第３００回利付国債（１０年）　

第４１回利付国債（２０年）　　
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※比率は、投資先ファンドⅠの純資産総額を100％として計算しています。
※業種区分は、原則としてMSCI/S&P GICSに準じています（一部当社判断に基づく分類を採用）。

なお、GICSに関しての知的所有権は、MSCI Inc.およびS&Pにあります。
※銘柄名は、イーストスプリング・インベストメンツが翻訳したものであり、発行体の正式名称と異なる場合があります。

※比率は 投資先 ンドⅡの純資産総額を100％として計算しています

当ファンドのリスク、手数料等の概要は、当資料内の「当ファンドのリスクについて」、「ファンドの費用」の欄をご覧ください。

また、それぞれの詳細につきましては、最新の投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

※比率は、投資先ファンドⅡの純資産総額を100％として計算しています。
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月次運用レポート（販売用資料）

 運用コメント

作成基準日：　2012年4月27日

イーストスプリング・インド・インフラ株式ファンド

追加型投信／海外／株式

【投資環境】
4月、インド株式市場を代表するS&P CNX Niftyは前月比で-0.9％（インドルピー・ベース）となりました。欧州債務危機の拡大懸念、欧米景気や中国

景気の下振れ懸念などを背景に、3月から先進国を中心にグローバル株式市場は軟調に推移しています。4月のインド株式市場は、グローバル要因
に加えて国内の好悪材料により乱高下しました。3月の予算案発表時に提示された一般的租税回避防止規定（GAAR）が外国人機関投資家への課
税強化懸念を招きました。17日にインド準備銀行（RBI、中央銀行）が政策金利であるレポ金利とリバース・レポ金利をそれぞれ0.5％引下げたことは
好材料となりました。3月の卸売物価指数上昇率は前年比+6.89％となり鈍化傾向にありますが、燃料統制価格の引上げ懸念や一次産品価格の上
昇、ルピー安からの輸入コスト上昇といった要因からインフレ警戒感は残り、RBIの金融緩和の方向性が停滞するとの懸念から株価を下押ししました。
4月25日に米大手格付会社がインドの格付見通しを「安定的」から「ネガティブ」へ引下げたことも市場の重石となりました。1-3月期の企業業績は、全
体としては事前予想通りとなりましたが、銀行などの業績が予想より良好な数字となり、ITサービスなどは予想を下回る傾向となっています。

為替については、3月に続き原油高によるインフレおよび国際収支状況の悪化懸念を受けてインドルピーは対米ドル、対円ともに軟調に推移しまし
た。対米ドルで月初の1ドル=51ルピー近辺から月末には53ルピー近辺まで弱含みました。

【パフォーマンス】
こうした環境下、当ファンドの4月末時点での基準価額は4,965円となり、基準価額（分配金再投資）をもとに算出した月次騰落率は-4.8％となりまし

た。
4月は、中国における需要の高まりから販売が好調な自動車株の保有、燃料炭の供給問題や環境問題等でやや軟調となった電力株での銘柄選択、

セメント需要の鈍化懸念等が重石となったセメント株での銘柄選択などがファンドのパフォーマンスに貢献しました。一方、第2世代携帯電話サービス
用の周波数帯の再割当入札によりコスト増加が懸念された通信サービス株の組入比率を高めにしていたこと、石油株や鉄鋼株における銘柄選択な
どがパフォーマンスのマイナス要因となりました。

主な投資行動として、燃料価格が引上げられた場合にその恩恵が予想される精製・販売を主力とする石油株を組入れました。他にガス会社株、鉄
鋼株などの組入れを増やしました。一方、電気機器株、貨物輸送サービス株などの組入れを減らしました。

【今後の見通し】
政策金利の水準がピークを越し、RBIは金融緩和を開始しています。一方、ルピー安や原油高などによりこの先数ヵ月はインフレ率の高止まりが懸

念されており、株式市場では当面インフレ動向に反応しやすい地合が続くと予想されます。5月7日にインド財務相は、3月以降外国人機関投資家の
混乱を招いていたGAARの施行を次会計年度（2013年4月 2014年3月） 延期することを発表し 市場に安心感を与えましたが 実施に向けた動向

 ご参考

※運用コメントは作成時点での投資環境や今後の見通しを示したものであり、将来の運用成果や市場動向を保証するものではありません。
また、将来の市場環境の変動等により、その内容が予告なく変更される場合があります。

※基準価額は、信託報酬控除後の数値です。
※基準価額（分配金再投資）は、信託報酬控除後かつ課税前分配金を全額再投資したものとして計算しています。
※運用コメントは、主要投資対象ファンドの運用を担当するファンド・マネジャーのコメントをもとにイーストスプリング・インベストメンツが作成したものです。
※運用コメント中のS&P CNX Nifty(下記*をご覧ください。)の月次騰落率の参照期間は、前ページの投資先ファンドⅠおよびその参考指数の1ヵ月の騰落率

の参照期間とは異なります。

混乱を招いていたGAARの施行を次会計年度（2013年4月～2014年3月）へ延期することを発表し、市場に安心感を与えましたが、実施に向けた動向
が今後も注目されます。また、インド政府の財政再建および経済成長への対策などが中長期的にインドの成長性を左右すると考えられます。欧州債
務問題の再燃などによる調整局面も短期的に予想されますが、インド株式市場は、魅力的な株価水準にあること、また、インドは人口動態上の優位
性やインフラ投資の必要性などにけん引され、今後も高い経済成長が期待されるため、中長期的には株価が上昇すると予想しています。運用担当
者は、資本財、銀行・金融、通信サービス、建設関連銘柄などに注目して運用を続ける方針です。
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為替レート（インドルピー）の推移
（円）

※為替レートの推移は、社団法人投資信託協会が発表する為替レートに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
※S&P CNX Niftyの推移は、Bloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
※当該実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

* S&P CNX Niftyとは、インドを代表する50の株式のパフォーマンスを表す指数です（2011年12月末現在）。
** バンクオブアメリカ・メリルリンチは、バンクオブアメリカ・メリルリンチのインデックスを何ら変更することなく使用することを許諾しており、バンクオブアメリカ・

メリルリンチのインデックスに関し何らの表明をするものではなく、バンクオブアメリカ・メリルリンチのインデックスまたはそれに含まれ、関連しもしくは得られる
データの適合性、内容、正確性、適時性および完全性について保証するものではありません。また、バンクオブアメリカ・メリルリンチはイーストスプリング・
インベストメンツ株式会社によるバンクオブアメリカ・メリルリンチのインデックスの使用に関し一切の責任を負うものではなく、イーストスプリング・インベストメンツ
株式会社またはその商品またはサ ビスに いて何らの支持 是認または推奨をするものではありません
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4,500

6,000

7,500

06年11月 08年02月 09年05月 10年08月 11年11月

S&P CNX Nifty （インドルピー・ベース）の推移
（ポイント）

当ファンドのリスク、手数料等の概要は、当資料内の「当ファンドのリスクについて」、「ファンドの費用」の欄をご覧ください。

また、それぞれの詳細につきましては、最新の投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

株式会社またはその商品またはサービスについて何らの支持、是認または推奨をするものではありません。
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当ファンドのリスクについて
イーストスプリング・インド・インフラ株式ファンド　追加型投信／海外／株式

※詳細につきましては、最新の「投資信託説明書」をご覧ください。

＜基準価額の変動要因となる主なリスク＞
株価変動リスク 政治経済情勢や発行企業の業績の変化により株式の価格が変動するリスク
株式の価格は、内外の政治経済情勢、株式を発行する企業の業績および信用状況等の変化の影響
を受け変動します。当ファンドは主に株式に実質的に投資を行いますので、基準価額は株価変動の
影響を受けます。

為替変動リスク 為替レートの変動による外貨建資産の価格変動リスク
当ファンドは、実質的に組入れた外貨建資産について原則として為替ヘッジを行いませんので、
為替レートの変動の影響を受けます。為替相場が円高方向に変動した場合には、基準価額の下落
要因となります。

信用リスク 有価証券の発行者の経営・財務状況の悪化などにより有価証券の価格が下落するリスク
有価証券の発行者の経営・財務状況やそれらに対する外部評価の悪化により、組入れた有価証券
の価格が大きく下落し、基準価額の下落要因となる場合があります。

流動性リスク 市場における有価証券の取引量が少なく希望価格で売却できないリスク
組入れた有価証券の市場規模が小さく取引量が少ない場合や市場が急変した場合、当該有価証券
を希望する時期や価格で売却できないことがあり、基準価額の下落要因となる場合があります。

カントリーリスク 投資対象国・地域の政治・経済・社会情勢の変化による有価証券の価格変動リスク
新興国の金融市場は先進国に比べ、安定性、流動性等の面で劣る場合があり、政治、経済、国家
財政の不安定要因や法制度の変更等に対する市場感応度が大きくなる傾向があります。これに伴い、
投資資産の価格が大きく変動することや投資資金の回収が困難になることがあり、基準価額の下落
要因となる場合があります。

その他の留意点
●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用は
ありません。
●金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情（流動性の極端な減少
等）があるときは、購入・換金のお申込みの受付けを中止することおよびすでに受付けたお申込みの受付け
を取消すことがあります。
●分配金は計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。））を
超えて支払われる場合があるため、分配金の水準は必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示す
ものではありません。分配金はファンドの純資産から支払われますので、分配金支払い後は純資産が減少し、
基準価額が下落する要因となります。投資者のファンドの購入価額によっては、支払われた分配金の一部
または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。

（注）基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

基準価額の変動要因
投資信託は預貯金とは異なります。
当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて主に値動きのある有価証券に投資するため、
当ファンドの基準価額は投資する有価証券等の値動きによる影響を受け、変動します。また、
外貨建資産に投資しますので、為替変動リスクもあります。したがって、当ファンドは投資元本が
保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割込むことが
あります。当ファンドの運用による損益は、すべて投資者のみなさまに帰属します。

4 / 8



イーストスプリング・インド・インフラ株式ファンド　追加型投信／海外／株式

「イーストスプリング・インド・インフラ株式ファンド」の特色
主としてインドの金融商品取引所に上場されているインフラ関連株式に実質的に投資を行います。

■モーリシャス籍外国投資法人「イーストスプリング・インベストメンツ・インディア・インフラストラクチャー・エクイティ・
オープン・リミテッド」（以下「インディア・インフラストラクチャー・エクイティ・オープン」ということがあります。）（米ドル建て）
への投資を通じて、主としてインドの金融商品取引所に上場しているインフラ関連企業の株式に実質的に投資を行います。

イーストスプリング・
インド・インフラ
株式ファンド

イーストスプリング・インベストメンツ・インディア・
インフラストラクチャー・エクイティ・オープン・リミテッド
（モーリシャス籍外国投資法人／米ドル建て）

イーストスプリング国内債券ファンド（国債）
追加型 Ⅰ（適格機関投資家向け）
（国内籍証券投資信託）

投資者
（受益者）

投資 

損益 

投資 

損益 

投資 

損益 

投資 

損益 

日本の国債・
公共債等 

インドの 
インフラ関連企業
の株式等 申込金 

収益分配金
一部解約金 
（換金代金）
償還金 

※原則として「イーストスプリング・インベストメンツ・インディア・インフラストラクチャー・エクイティ・オープン・リミテッド」への投資比率を高位に保ちます。

ファンドの仕組み
ファンド・オブ・ファンズ形式で運用を行います。

■当ファンドは、複数の投資信託証券に投資するファンド・オブ・ファンズ形式で運用を行います。

原則として、為替ヘッジは行いません。
■実質的に組入れた外貨建資産について、原則として為替ヘッジは行いません。
そのため、為替相場の変動の影響を受けることになります。

イーストスプリング・インベストメンツの属するグループのネットワークを最大限活用します。
■「インディア・インフラストラクチャー・エクイティ・オープン」は、イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）
リミテッドのアジア株式運用チームが運用を担当します。同チームは、グループ内のアジア各国・地域の運用会社と
連携して運用を行っています。 
■銘柄選択に当たっては、イーストスプリング・インベストメンツの属するグループのインドの運用会社（ＩＣＩＣＩＡＭ）から
投資助言を受けます。

イーストスプリング・インベストメンツの属するグループのインドの運用会社が投資助言を行います。
■1993年にインド大手の民間銀行ICICI銀行の資産運用会社として設立され、1998年からはイーストスプリング・インベストメンツの
属するグループとの合弁で事業を展開しています。ICICI銀行は、50年以上の歴史を持ち、2011年3月末における総資産は
約4兆623億ルピー（約7兆5,519億円、1ルピー＝1.859円で換算）となっています。

■設立以来、順調にインド国内でのシェアを拡大している、インド大手の運用会社です。（2011年9月末時点運用資産総額
約7,521億ルピー（インドにおけるシェア約10.5％）出所：インド投信協会（Association of Mutual Funds in India））
■主要投資対象の外国投資法人の運用においては、同社の有する企業調査情報を最大限活用した投資助言を行います。

日 本
日 本

韓 国
韓 国

生命保険

資産運用

台 湾
台 湾

香 港
香 港

中 国
中 国

ベトナム
ベトナム

フィリピン
U A E

タ イインド
インド

インドネシア

マレーシア
マレーシア

シンガポール
シンガポール

●イーストスプリング・インベストメンツ株式会社は、1999年の
設立以来、日本の投資家のみなさまに資産運用サービスを提供
しています。
●イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社は、
英国、米国、アジアをはじめとした世界各国で業務を展開しています。
●最終親会社グループはいち早くアジアの成長性
に着目し、2011年12月末現在、アジアでは
13の国や地域で生命保険および資産運用を
中心に金融サービスを提供しています。最終
親会社グループの運用資産総額は、2011年
6月30日現在、約3,495億ポンド（約45兆円、
1ポンド＝128.76円）に上ります。

160年以上の歴史を有する
英国の金融サービスグループの一員です。

イーストスプリング・インベストメンツ株式会社について
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イーストスプリング・インド・インフラ株式ファンド　追加型投信／海外／株式

投資信託のお申込みに関してご留意いただきたい事項

当資料に関してご留意いただきたい事項

○当資料は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社が、当ファンドの参考となる情報の提供および
その内容やリスク等を説明するために作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料では
ありません。

○当資料は信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしもその正確性、完全性を
保証するものではありません。

○当資料の内容は作成日時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、将来の市場
環境の変動等を保証するものではありません。

○当資料で使用しているグラフ、パフォーマンス等は参考データをご提供する目的で作成したものです。
数値等の内容は過去の実績や将来の予測を示したものであり、将来の運用成果を保証するものでは
ありません。

○当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて主としてインド株式を投資対象とします。当ファンドの
基準価額は、実質的に組入れた有価証券の値動きのほか、有価証券の発行者の経営・財務状況の変化
および格付けの変更等の外部評価の変化、為替相場の変動等による影響を受けることから、投資元本を
下回ることがあります。

◇投資信託は、預金および保険契約ではなく、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護および補償
の対象ではありません。また、登録金融機関で取扱う場合、投資者保護基金の補償対象ではありません。

◇過去の実績は、将来の運用成果を約束するものではありません。

◇投資信託は、株式、公社債等の値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）に
投資しますので、基準価額は変動します。したがって、ご購入時の価額を下回ることもあり、投資元本が
保証されているものではありません。これらに伴うリスクおよび運用の結果生じる損益は、すべて投資者の
みなさまの負担となります。

◇ご購入の際は、あらかじめ最新の投資信託説明書（交付目論見書）、契約締結前交付書面等（目論見書
補完書面を含む）の内容を必ずご確認のうえ、投資のご判断はご自身でなさいますようお願いいたします。
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イーストスプリング・インド・インフラ株式ファンド　追加型投信／海外／株式

お申込メモ 当ファンドの詳細につきましては、最新の投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

ファンドの費用

委託会社およびファンドの関係法人

委 託 会 社

受 託 会 社

販 売 会 社

イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商） 第379号／加入協会　社団法人 投資信託協会、社団法人 日本証券投資顧問業協会
当ファンドの委託会社として信託財産の運用業務等を行います。
三菱UFJ信託銀行株式会社（再信託受託会社：日本マスタートラスト信託銀行株式会社）
当ファンドの受託会社として信託財産の保管・管理業務等を行います。
販売会社に関しては、次の照会先までお問合せください。
イーストスプリング・インベストメンツ株式会社　TEL.03-5224-3400
（受付時間は営業日の午前9時から午後5時まで）
ホームページアドレス　www.eastspringinvestments.co.jp
当ファンドの受益権の募集の取扱いおよび販売、換金に関する事務、収益分配金・換金代金・償還金の支払いに
関する事務等を行います。

委託会社およびその他の関係法人の概要は以下の通りです。

購 入 単 位
購 入 価 額
購 入 代 金
換 金 単 位
換 金 価 額
換 金 代 金
購 入・換 金 申 込
受 付 不 可 日

申 込 締 切 時 間
換 金 制 限
購入・換金申込受付
の中止及び取消し
信 託 期 間
繰 上 償 還

決 算 日
収 益 分 配

信託金の限度額
公 告
運 用 報 告 書

課 税 関 係

販売会社がそれぞれ別に定める単位とします。
お申込受付日の翌営業日の基準価額とします。
購入代金はお申込みの販売会社の定める日までにお支払いください。
販売会社がそれぞれ別に定める単位とします。
換金の受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を差引いた価額とします。
換金の受付日から起算して原則として7営業日目からお支払いします。
営業日が以下①～④の日のいずれかにあたる場合は、購入・換金のお申込みはできません。
　①インドの金融商品取引所の休場日
　②モーリシャスの銀行休業日
　③シンガポールの銀行休業日
　④日本におけるシンガポールの銀行休業日の前営業日
原則として午後3時までに販売会社が受付けた分を当日のお申込分とします。
信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口換金には制限を設ける場合があります。
金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情がある場合には、購入・換金の
お申込みの受付けを中止すること、すでに受付けたお申込みの受付けを取消すこと、またはその両方を行うことがあります。
約10年（平成18年11月8日から平成28年11月21日まで）
受益権の総口数が10億口を下回ることとなった場合、信託終了前に信託契約を解約することが受益者のため有利
であると認めるとき、またはやむを得ない事情が発生したときは、受託会社と合意のうえ、委託会社の判断により
繰上償還を行う場合があります。
原則として毎年5月20日および11月20日（休業日の場合は翌営業日）
原則として年2回の決算時に収益分配方針に基づき分配を行います。ただし、分配対象額が少額の場合は、収益
分配を行わないこともあります。
また、受益者と販売会社との契約によっては、税金を差引いた後、無手数料で収益分配金の再投資が可能です。
3,000億円
受益者に対する公告は、日本経済新聞に掲載します。
委託会社は、年2回の決算時および償還時に運用報告書を作成し、販売会社を通じて知れている受益者に交付
します。
課税上は、株式投資信託として取扱われます。益金不算入制度および配当控除の適用はありません。

投資者が直接的に
負 担 す る 費 用

3.15％（税抜3.0％）を上限として販売会社がそれぞれ別に定める率を、お申込受付日
の翌営業日の基準価額に乗じて得た額を購入時にご負担いただきます。
換金の受付日の翌営業日の基準価額に0.3％の率を乗じて得た額を換金時にご負担
いただきます。

■ 購 入 時 手 数 料

■ 信託財産留保額

投資者が信託財産で
間接的に負担する費用

純資産総額に対して年率1.28835％（税抜1.227％）を乗じて得た額が毎日費用として
計上され、毎計算期末または信託終了時に信託財産から支払われます。

■ 運 用 管 理 費 用
（ 信 託 報 酬 ）

＊手数料等の合計額もしくはその上限額またはこれらの計算方法の概要は、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

有価証券の売買時の売買委託手数料、外国における資産の保管等に要する費用、監査
費用等を信託財産よりご負担いただきます。
※「その他の費用・手数料」は、運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を表示することができません。

■ その他の費用・手数料

年率0.52500％（税抜0.500％）

実質的な負担

年率0.73500％（税抜0.700％）
年率0.02835％（税抜0.027％）
年率0.60％（上限）
年率1.88835％（上限）（税込）

投資対象とする投資信託証券
受託会社
販売会社
委託会社

配分
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登録番号
日本証券業

協会

社団法人
日本証券

投資顧問業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種

金融商品
取引業協会

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○
マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行
(委託金融商品取引業者 三菱ＵＦＪ
モルガン・スタンレー証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券
株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2336号 ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○

金融商品取引業者名

　販売会社一覧　投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お申込先
 (販売会社については2012年5月14日時点での予定を含む情報を記載しています。)
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